
【
瓢
紹
介
】

手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
(
下
)

摘
要

手
錢
家
に
残
る
文
書
の
中
か
ら
連
句
資
料
を
り
ス
ト
化
し
た
。
手
錢
家
に
残
る
連
句
資
料
は
、
宝
暦
か
ら
天
保
ま
で
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
に
杵
築
文
学
に
関
わ
っ
た
人
物
、
他
所
と
の
人
的
交
流
、
時
代
の
変
遷
な
ど
を
類
推
・
特
定
す
る
た
め
に
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
前
稿

の
続
き
と
し
て
享
和
以
降
の
連
句
を
紹
介
す
る
。

連
句
、
浦
安
、
有
秀
、
大
社
、
手
錢
記
念
館

キ
ー
ワ
ー
ド

凡
例

本
稿
で
は
享
和
期
以
降
の
資
料
を
掲
載
す
る
。

資
料
は
お
お
よ
そ
年
代
順
に
配
列
し
、
通
し
番
号
を
付
け
た
。
年
代
が
記
さ
れ

て
い
な
い
資
料
の
う
ち
、
そ
の
作
品
を
収
録
し
た
冊
子
の
刊
行
年
時
や
筆
写
年
時

が
分
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
に
従
っ
た
。

通
し
番
号
に
続
け
て
、
連
衆
数
と
連
句
の
形
式
を
「
三
吟
三
十
六
句
」
の
よ
う

な
形
で
し
る
し
、
さ
ら
に
、
連
衆
名
を
括
弧
で
括
っ
て
見
出
し
と
し
た
。
連
衆
名

は
資
料
に
出
て
く
る
通
り
に
記
し
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
「
硯
(
季
硯
)
」
の
よ
う

に
括
弧
で
括
っ
て
情
報
を
補
っ
た
。
ま
た
「
/
」
以
下
に
、
そ
の
連
句
を
載
せ
る

資
料
名
を
記
し
た
。

山
陰
研
究
(
第
七
号
)
二
0
一
四
年
十
二
月

佐
々
木
杏
里

(
公
益
財
団
法
人
手
藷
念
館
学
芸
員
)

連
衆
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
資
料
で
あ
っ
て
も
、
他
の
資
料
や
筆
跡
に
ょ
っ

て
作
者
が
類
推
で
き
る
も
の
は
、
そ
れ
を
記
し
た
。

見
出
し
に
^
け
て
当
該
連
句
作
品
を
翻
刻
し
て
記
し
た
。
た
だ
し
、
三
句
以
上

の
連
句
に
つ
い
て
は
、
発
句
・
脇
句
・
三
句
の
み
記
載
し
た
。

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
な
る
べ
く
原
本
の
用
字
を
残
し
た
が
、
一
部
通
行
の
字
体

を
用
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
難
読
の
箇
所
は
口
と
し
、
お
よ
そ
の
字
数
を
示

し
た
0
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手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
(
下
)
(
佐
々
木
杏
里

手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧

◎
有
秀
【
白
澤
園
】
(
一
七
七
一
S
一
八
二
9
 
時
代

辰
正
月
八
日
初
会
臨
江
舍

釧三
吟
三
十
六
句
(
寸
龍
・
白
澤
・
玄
鹿
・
執
筆
)
/
仮
綴
じ
一
帖
「
就
岫
連
歌
草

高
」

哥
山

楼
や
笛
は
霞
ま
ぬ
夕
け
し
き

雲
雀
ハ
落
て
谷
の
水
音

春
も
や
、
一
明
た
つ
小
に
餅
陪
て

価
正
月
十
二
日
白
澤
薗
会

三
吟
三
十
六
句
(
玄
鹿
・
白
澤
・
寸
龍
・
執
筆
)
/
仮
綴
じ
一
帖
「
耽
酷
連
歌
草

高
」

う
く
ひ
す
や
洗
ふ
て
聞
ん
去
年
の
耳

牛
友
呼
て
し
つ
か
成
春

若
山
の
野
を
一
枚
に
吹
し
き
て

飴
二
月
廿
七
日
臨
江
舍
会

五
吟
三
十
六
句
(
う
ら
安
・
寸
龍
・
つ
ゆ
丸
・
白
澤
・
鹿
(
玄
鹿
)
)
/
仮
綴
じ
一

帖
「
誹
霊
歌
草
稿
」

う
ら
{
女

引
霸
や
鼓
聞
せ
り
和
田
の
原

寸
龍

霞
の
酔
の
?
く
野
遊

つ
ゆ
丸

お
の
も
/
＼
詩
哥
に
春
を
寿
て

寸
龍

白
澤

玄
鹿

釘
三
月
十
日
白
澤
薗
会

五
吟
三
十
六
句
(
白
澤
・
寸
龍
・
浦
安

「
誹
諧
連
歌
草
稿
」

海
原
や
唐
艝
漕
行
春
の
广

時
雨
し
山
の
霞
む
あ
け
ぼ
の

一
庵
の
五
本
の
柳
目
を
は
り
て

玄
鹿

白
澤

寸
龍

朋
古
松
軒
会

五
吟
三
十
六
句
(
里
蝶
・
、
つ
ら
安
・
白
澤
・
玄
鹿

帖
「
誹
霊
歌
草
稿
」

春
の
風
片
原
町
の
日
和
か
な

あ
る
し
か
し
こ
く
梅
か
ほ
る
軒

菫
咲
畦
つ
れ
な
く
も
代
か
き
て

露
丸
・
里
蝶
・
執
筆
)
/
仮
綴
じ
一
帖

辰
三
月
廿
九
日
葉
山
奇
盛
会

四
吟
三
十
六
句
(
う
ら
安
・
奇
盛
白
澤
・
寸
龍
)
/
仮
綴
じ
一
帖
「
需
連
歌

草
稿
」

う
ら
{
女

木
枕
に
ふ
る
も
又
よ
し
花
の
宿

奇
盛

徳

野
菜
多
き
も
春
の
一

白
澤

荒
田
打
岸
の
さ
、
波
う
ら
、
か
に

白
澤

寸
龍

浦
安

寸
龍
・
執
筆
)
/
仮
綴
じ
一

和
文
化
五
辰
歳
暮

独
吟
十
六
句
(
浦
安
)
/
帳
一
枚

首
尾
之
畭

貸
て
也
四
千
弐
百
に
つ
も
る
雪

里
蝶

う
ら
{
女

白
澤
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更
返
物
を
さ
し
い
の
除
夜

千
貫
は
自
分
の
志
義
の
場
置
に
て

文
化
六
年
皐
月
朔
日
白
澤
薗
会

n四
吟
三
十
六
句
(
歸
来
・
白
澤
・
露
丸
・
寸
龍
・
執
筆
)
/
仮
綴
じ
一
帖
「
就
舶

連
歌
草
稿
」

哥
仙
行

百
里
来
て
我
忘
れ
た
り
ほ
と
、
き
す

歸
来

昼
さ
へ
く
ら
き
五
月
雨
の
愈

白
澤

琴
の
音
も
風
の
ま
に
/
＼
近
寄
て

露
丸

π
文
化
六
年
皐
月
朔
日

四
吟
三
十
六
句
(
皈
来
・
有
秀
・
露
麿
・
寸
龍
・
執
筆
)
/
懐
紙
一
帖

就
舶
之
連
歌

百
里
来
て
我
忘
れ
た
り
時
鳥

昼
さ
へ
く
ら
き
五
月
雨
の
窓

琴
の
音
も
風
の
順
近
寄
て

文
化
七
年
皐
月
晦
日
白
澤
薗
会

乃五
吟
三
十
六
句
(
歸
来
・
白
澤
・
浦
安
・
寸
龍
・
露
丸
・
執
筆
)
/
仮
綴
じ
一
帖

「
誹
諧
連
歌
草
稿
」

哥
仙
行

山
水
に
味
か
つ
き
た
り
ほ
と
、
き
す

椎
の
若
葉
の
海
見
せ
ぬ
空

幻
の
身
を
か
り
そ
め
に
住
か
へ
て

N
 
文
化
七
年
六
月
十
九
日
日
々
庵
会

三
吟
三
十
六
句
(
日
々
庵
・
白
澤
・
寸
龍
)

拝
領
の
扇
の
富
士
の
高
根
か
な

薮
ま
し
り
の
田
子
の
白
雨

白
壁
に
鳥
尊
く
む
ら
か
り
て

素
号

日
々
庵

白
澤

乃
午
六
月
十
九
日
日
々
庵
会

三
吟
三
十
六
句
(
日
百
々
菴
)
・
澤
(
白
澤
)
・
龍
(
寸
龍
)
)
/
懐
紙
一
枚

拝
領
の
扇
の
富
士
の
高
根
か
な

般
ま
し
り
の
田
子
の
夕
立

白
壁
に
鳥
尊
く
む
ら
か
り
て

皈
来

有
秀

露
麿

手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
t
、
ル
(
下
)
(
佐
々
木
杏
里
)

/
仮
綴
じ
一
帖
「
誹
霊
歌
草
稿
」

日
々
庵

白
澤

寸
龍

6

文
化
八
辛
未
正
月
七
日
瞭
楽
斎
初
会

7七
吟
三
十
六
句
(
日
々
庵
・
白
澤
・
履
信
・
寸
龍

『
付
合
草
稿
』

ほ
っ
こ
り
と
曙
匂
ふ
霞
か
な

野
川
暹
に
蜆
か
く
聲

楼
の
北
は
柳
の
糸
た
れ
て

歸
来

白
澤

浦
安

π

文
化
八
辛
未
八
日
臨
池
軒
会

六
吟
十
八
句
孚
糸
号
・
日
々
庵
・
白
澤

草
稿
」

引
衛
の
毛
衣
か
ら
ん
千
代
の
友

ま
た
初
春
の
う
ら
若
き
空

荒
皮
の
柱
お
か
し
く
雪
消
て

有
風
・
雪
桃
・
玄
鹿
)
/
一

日
々
庵

白
澤

履
信

寸
龍
・
有
風
・
履
信
)
/
一
帖
「
付
合

帖
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手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
(
下
)
(
佐
々
木
杏
里

文
化
八
辛
未
正
月
初
九
日
雲
眺
窟
会

袷六
吟
三
十
六
句
(
寸
龍
・
日
々
庵
・
白
澤
・
履
信
・
有
風
・
雪
桃
)
/
一
帖
『
付

合
草
稿
』

寸
龍

鷲
の
鳴
行
枝
に
カ
ミ
か
な

窓
う
ら
ら
か
に
ま
と
居
せ
る
友

日
々

白
澤

唐
士
も
手
に
取
春
の
海
つ
ら
に

四
文
化
未
農
四
月

三
吟
八
句
(
薄
月
庵
・
晴
雨
・
梧
桐
)

、
心
よ
く
草
臥
に
け
り
な
く
水
鶏

卯
花
に
曇
る
星
の
明
ほ
の

風
流
の
も
れ
た
る
塔
の
流
る
れ
や

文
化
八
未
九
月
三
日
時
雨
庵
の
会
傳
来
悦
章

08四
吟
三
十
六
句
(
日
々
庵
・
寸
龍
・
有
秀
・
履
信
)
/
一
帖
『
付
合
草
稿

日
々
庵

月
の
文
を
染
ま
せ
花
の
言
の
葉
に

寸
龍

穂
に
出
る
も
の
も
露
の
力
そ

ぬ
り
笠
の
袋
の
ま
、
に
秋
暮
(
「
散
」
に
直
す
)
て
あ
り
秀

「
閑
屋
津
里
草
』

薄
月
庵

晴
雨

吾
桐

未
九
月
廿
七
日
日
々
庵
会

釘七
吟
十
八
句
(
一
釣
:
つ
ら
安
・
寸
龍

『
付
合
草
稿
』哥

仙
行

山
川
の
紅
葉
を
ひ
ね
る
角
力
哉

呉
羽
の
雲
に
吹
と
ち
ょ
秋

高
台
の
ひ
つ
み
へ
月
の
居
り
か
ね
て

認
同
日
同
会

七
吟
十
八
句
(
白
澤
・
一
化
叔

合
草
稿
』

同
一
折

秋
風
の
ゆ
か
み
を
覗
く
す
、
き
哉

汐
に
落
込
門
の
三
日
月

鶴
来
れ
ハ
し
ハ
/
＼
眼
引
あ
け
て

花
丈
・
一
化
叔
・
白
澤
・
士
口
)
/
一
帖

部
未
霜
ふ
り
月
十
九
日
日
々
庵
会

五
吟
三
十
六
句
(
歸
来
・
浦
安
・
白
澤
・
有
風

時
雨
け
り
八
雲
を
山
の
名
に
立
て

む
れ
飛
千
鳥
夜
を
減
し
て
鳴

ほ
く
/
＼
と
わ
ら
く
つ
乾
く
此
水
垣
に

一
釣
・
寸
龍
・
浦
安
・
一
化
丈
・
士
旦
/
一
帖
『
付

寸
龍

素
口
万
)
/
一
帖
『
付
合
草
稿
』

日
々
庵

四
0

税
文
化
八
未
霜
月
廿
四
日
時
雨
庵
会

四
吟
三
十
六
句
(
あ
り
秀
・
寸
龍
・
日
々
庵

兵
の
名
は
誰
/
＼
そ
小
夜
千
鳥

雲
の
埋
た
る
口
の
等

此
庵
ハ
壁
も
襖
も
は
り
交
て

う
ら
{
女

白
澤

花
叔勺

舗
文
化
八
未
十
一
月
廿
八
日
日
々
菴
会

四
吟
三
十
六
句
(
日
々
庵
・
白
澤
・
寸
龍

野
も
山
も
冬
枯
に
け
り
葛
か
つ
ら

寸
龍
)
/
一
帖
『
付
合
草
稿
』

歸
来

浦
安

白
澤

書
ぢ
)
/
一
帖
『
付
合
草
稿
』

あ
り
秀

寸
龍

全

帖

釣
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般
た
は
し
る
笠
あ
け
ほ
の

喰
事
を
ひ
か
な
一
日
思
案
し
て

文
化
九
申
正
月
九
日
日
々
庵
初
会

五
吟
二
十
四
句
(
日
々
庵
・
寸
龍
・
白
澤

合
草
稿
』鑓

梅
の
無
事
を
ロ
ハ
る
い
ほ
り
哉

下
戸
四
五
人
に
配
る
た
わ
ら
子

打
霞
む
た
も
と
に
衝
鳴
立
て

申
正
月
十
二
日
翠
雲
閣
初
会

釘七
吟
十
三
句
(
素
号
・
日
々
庵
・
寸
龍
・
呉
竹

「
付
合
草
稿
』

蝶
々
の
ち
り
て
見
せ
け
り
花
の
中

霞
め
て
た
き
松
の
ゆ
ふ
暮

此
春
ハ
連
哥
に
菴
す
み
か
え
て

白
澤

寸
龍

素
号
・
雪
桃
・
執
筆
)
/
一
帖
『
付

申
二
月
廿
九
日
白
澤
薗
会

四
吟
三
十
六
句
(
歸
来
・
有
秀
・
浦
安
・
寸
龍

十
ヲ
斗
落
て
椿
の
暮
に
け
り

雨
の
障
子
を
覗
く

雲
龍
の
釜
の
た
ま
り
や
霞
む
ら
ん

日
々
庵

寸
龍

白
澤

は
し
署

飛
込
た
音
よ
り
か
ろ
き
蛙
哉

も
て
な
す
風
の
柳
一
本

花
も
な
き
硯
の
海
に
春
暮
て

白
澤
・
雪
桃
・
雀
子
)
/
一
帖

三
月
廿
二
日
白
澤
薗
会

四
吟
十
八
句
(
維
中
・
有
秀
・
浦
安
・
寸
龍
)
/
一
帖
「
付
合
草
稿
』

手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
(
下
)
(
佐
々
木
杏
里

素
号

日
々

寸
龍

四
吟
十
八
句
(
維
中
・
有
秀
・
浦
安
・
寸
龍
)
/
懐
紙
一
枚

寿
仲
暑

飛
込
た
音
よ
り
か
る
き
蛙
か
な

唯
中

も
て
な
す
風
の
柳
一
本

有
秀

花
も
な
き
硯
の
海
に
春
く
れ
て

浦
安

執
筆
/
一
帖
「
付
合
草
稿
』

歸
来

有
秀

浦
安

文
化
九
申
九
月
十
六
日
懐
紙
一
帖

田五
吟
三
十
六
句
(
蝉
衣
・
白
澤
・
日
々
庵
・
露
丸
・
寸
龍
)
/
懐
紙
一
帖

哥
山

咲
て
見
て
も
月
に
は
遠
し
芦
の
花

蝉
衣

露
に
宿
か
す
雲
の
小
波

白
澤

項
当
の
翁
は
秋
の
ひ
し
り
に
て

日
々

准
中

有
秀

浦
安

兜
文
化
九
申
九
月
十
七
日

六
吟
三
十
六
句
(
蝉
衣
・
浦
安
・
寸
龍
・
有
秀

哥
仙
行

柳
ち
る
日
と
に
明
る
し
草
庵

も
て
な
し
か
ぬ
る
月
の
庵
窓

星
白
く
秋
風
白
く
水
澄
て

単
衣

浦
安

寸
龍

露
丸
・
一
止
・
執
筆
)
/
懐
紙

89 88
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手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
(
下
)
(
佐
々
木
杏
里

部
文
化
十
一
年
甲
戌
十
月
廿
六
日
白
澤
薗

二
吟
三
十
六
句
(
有
秀
・
露
麿
)
/
一
冊
璽
岫
連
歌
草
稿
」

哥
仙
行

有
秀

山
茶
花
や
障
子
銀
は
る
蝿
の
音

時
雨
そ
れ
行
虹
の
夕
栄

霧
麿

全

歌
箴
発
句
箴
此
浦
に

舛
文
化
十
二
乙
亥
七
夕
白
澤
薗
会

二
吟
二
十
五
句
(
松
茂
・
有
秀
)
/
一

何
故
に
星
石
と
な
る
天
の
河
原

入
さ
の
月
を
つ
ま
こ
し
の
舟

み
そ
萩
に
永
の
寝
姿
や
さ
し
く
て

鮖
文
政
元
年
頃

三
吟
十
八
句
(
日
々
庵
浦
安
・
有
秀
・
串
路
丸
)
/
一
冊
『
椎
の
も
と
』
(
文
政
元
年

刊
)

世
に
薫
る
椎
の
葉
分
の
風
高
し

日
々
庵
浦
安

有
秀

立
よ
る
笠
に
ほ
と
、
き
す
飛

露
丸

湖
ひ
と
つ
隔
て
し
城
に
虹
消
て

四
二

冊
『
付
合
草
稿
』

松
茂

有
秀

全

蛤
文
政
二
己
卯
三
月
二
十
六
日

独
吟
十
八
句
(
有
五
懐
紙
一
枚

前
尊
君
は
た
ち
ま
り
五
と
せ
の
忌
に
あ
た
ら
せ
な
ふ
け
れ
ば
恐
み
て
し

み
六
、
の
獨
詠
を
さ
、
け
奉
る

其
む
か
し
仰
か
ん
華
の
山
か
つ
ら

ひ
れ
ふ
す
幣
を
の
ほ
る
陽
炎

反
橋
を
つ
は
め
す
る
と
く
行
か
い
て

独
吟
三
十
六
句
(
白
澤
薗
)
/
懐
紙
一
帖
璽
岫
之
連
歌
上
」

哥
仙
行

足
柄
や
馬
士
ひ
と
り
雲
の
み
ね

真
盛
成
岸
の
昼
か
ほ

に
ょ
き
ノ
＼
と
^
^
に
^
き
^
の
^
て

午
六
月
末

独
吟
三
十
六
句
(
白
澤
薗
)
/
仮
綴
じ
一
帖
「
ま
ほ
ろ
し
艸
」

哥
仙
行

独
吟
十
八
句
(
白
澤
薗
)
/
仮
綴
じ
一
帖
「
ま
ほ
ろ
し
艸
」

天
地
不
易
と
い
へ
と
も
世
の
う
つ
り
か
は
り
ハ
天
地
の
流
行
也
四
季
同
し

か
ら
す
人
間
又
し
か
り
物
の
流
行
ハ
あ
め
の
し
わ
さ
に
し
て
ま
た
く
れ
た

く
口
の
は
か
ら
ひ
に
ハ
あ
る
へ
か
ら
す
さ
れ
ハ
誹
諧
新
式
の
法
格
を
守
る

と
い
へ
と
も
姿
は
時
の
流
行
に
遊
ん
て
道
は
古
翁
の
魂
を
う
し
な
ハ
さ
る

を
俗
談
平
話
の
媒
と
も
言
つ
へ
き
か
木
か
ら
し
の
身
ハ
竹
斎
と
與
せ
ら
れ

し
も
忘
れ
か
た
み
の
一
癖
な
ら
ん
吹
け
よ
春
風
。
咲
も
花
也
ち
る
も
花
也

と
夕
部
に
奈
良
茶
碗
を
喰
ひ
て
あ
し
た
に
安
工
の
次
韻
を
乞
ふ

白
澤
薗

う
つ
り
行
春
や
む
か
し
を
ふ
か
れ
け
る

道
を
細
み
に
茜
咲
里

春
鳴
き
代
官
殿
と
代
か
き
て

99 98 97



明
星
や
片
山
白
き
士
用
東
風

そ
よ
め
く
春
田
か
き
り
な
く
見
ゆ

長
殿
と
今
は
呼
る
、
身
と
成
て

W
 
「
古
松
軒
追
善
誹
諧
之
連
歌
」

五
吟
三
十
六
句
(
寸
龍
・
田
命
柳
)
・
日
百
々
庵
)
・
澤
百
澤
)
・
玄
(
玄
鹿
)

執
筵
/
懐
紙
一
帖

松
に
な
く
去
年
の
時
雨
を
一
め
く
り

寸
龍

な
つ
か
し
き
城
に
か
た
り
あ
ふ
友

田

古
の
気
色
を
口
に
破
ら
れ
て

日

0
 
日
々
菴

五
吟
三
十
六
句
(
里
蝶
・
浦
安
・
白
澤

哥
仙
行

春
の
風
片
原
町
の
日
和
哉

あ
る
し
か
し
こ
く
梅
薫
朝

菫
咲
畦
つ
れ
な
く
も
代
か
き
て

0
 
七
月
六
日

六
吟
三
十
六
句
(
浦
安
・
林
疋
川
・
白
澤
・
玄
鹿
・
一
止
・
馬
噺
)
/
懐
紙
一
枚

星
川
や
か
る
/
＼
し
く
も
更
渡
り

酒
の
あ
ま
り
を
か
す
る
文
月

普
請
場
の
南
は
萩
の
咲
出
て

白
澤

0
 
六
月
廿
四
日

三
吟
三
十
六
句
(
白
澤
・
浦
安
・
楚
川
)
/
懐
紙
一
枚

虫
干
の
状
や
譲
の
書
物
箱

哥
山

蓬
莱
を
い
た
、
く
よ
く
の
は
し
め
哉

便
り
嬉
し
き
窓
の
梅
ケ
香

し
ら
魚
を
霞
の
湖
に
汲
兼
て

玄
鹿
・
寸
龍
・
執
筆
)
/
懐
紙
一
枚

二
吟
三
十
六
句
(
玄
鹿
・
寸
龍
)
/
懐
紙
一
枚

天
の
川
水
持
き
ら
し
秋
隣

玄
鹿

蛍
火
従
耳
え
て
砂
を
這
闇

寸
龍

竹
鎗
を
し
や
に
構
ひ
つ
、
く
関
守
て

全

W
 
五
吟
三
十
六
句
(
有
(
有
秀
)
・
丸
(
露
丸
)
・
寸
(
寸
龍
)
・
田
(
田
柳
)

日
(
日
々
庵
Y
執
筆
)
/
懐
紙
一
枚

梅
桜
若
葉
の
光
る
月
夜
哉

堤
や
ふ
れ
て
か
ほ
り
来
風

楼
は
異
の
か
つ
鼓
あ
や
な
く
に

四
吟
十
八
句
(
嘘
楽
・
田
柳
・
馬
噺
・
松
茂
)
/
懐
紙
一
枚

手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
(
下
)
(
佐
々
木
杏
里
)

里
蝶

う
ら
{
女

白
澤

寸
龍

歸
来

露
丸

嘘
楽

田
柳

馬
噺

五
吟
三
十
六
句
(
寸
龍
・
歸
来
・
露
丸
・
雪
桃
・
履
信
・
執
筆
)
/
懐
紙
一
枚

五
十
猛
の
浦
に
舩
漕
出
し
て

ほ
と
、
き
す
聲
の
色
な
る
海
涼
し

盃
に
く
る
夏
の
し
ら
雲

し
ら
雲
の
中
古
や
ほ
の
み
へ
て

四
三

103

楚浦
川安

106 104

寸丸有
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手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
(
下
)
(
佐
々
木
杏
里

み
し
か
き
袖
に
貌
の
暑
き
日

は
い
か
い
の
為
に
東
の
直
明
て

0
 
初
会

十
四
吟
三
十
六
句
(
日
々
菴
・
白
澤
・
玄
鹿
・
時
雨
・
猿
子
・
呉
竹

囲
・
里
信
・
一
扇
風
・
荏
子
・
寸
龍
・
有
風
・
壮
一
一
・
執
筆
)
/
懐
紙

此
里
の
好
士
千
古
庵
に
あ
つ
ま
り
け
ふ
の
風
興
を
は
し
め
と
し
て
、
月
に
六
た
ひ

の
文
臺
を
ひ
ら
く

月
花
の
友
の
数
よ
む
睦
月
哉

日
々
庵

白
澤

さ
り
行
空
に
百
千
鳥
啼

玄
鹿

か
と
の
あ
る
山
を
霞
の
も
て
な
し
て

0
 
正
月
一
日
二
会

十
二
吟
三
十
六
句
金
日
月
・
浦
安
・
白
澤
・
田
柳
・
寸
龍
・
呉
竹
・
有
風
・
猿
子

扇
風
・
雪
桃
・
玄
鹿
・
里
信
・
執
筆
)
/
懐
紙
一

帖

若
草
や
士
際
白
き
風
か
ふ
く

普
月

浦
安

先
た
の
ミ
あ
り
庵
の
雪
解

白
澤

艶
萌
に
袋
の
き
口
匂
ひ
来
て

正
月
六
日
三
会

八
吟
三
十
六
句
(
寸
龍
・
有
秀
・
浦
安
・
楚
川
・
普
月

里
信
・
執
筆
)
/
懐
紙
一
φ

就
胎
之
連
歌

暁
の
雲
や
す
ハ
リ
て
鳴
蛙

麦
の
ほ
つ
れ
を
す
へ
る
春
風

哥
仙
行

あ
け
/
＼
て
雪
の
裾
野
の
雲
雀
哉

東
風
の
し
か
ら
む
門
川
の
水

草
庵
の
南
に
春
を
調
へ
て

呉
竹
・
露
丸
・
里
信
・
田
柳

士
取
の
舩
に
桜
を
誹
え
て

八
吟
三
十
六
句
(
呉
竹
・
浦
安
・
有
秀

寸
龍
)
/
綴

帖

当
座
哥
仙
行

春
風
や
松
は
や
す
ら
ふ
姿
な
る

鳫
か
ね
遠
く
霞
む
夕
山

夏
近
き
庵
の
簾
の
ほ
こ
ろ
ひ
て

有
秀

猿
子

浦
安

巴
柳
・
呉
竹
・
有
風
・
露
丸
・
執
筆
)
/

猿
子

浦
安

寸
龍

三
月
十
二
日
五
会

十
吟
三
十
六
句
(
有
秀
・
猿
子
・
浦
安
・
寸
龍

壺
外
・
巴
柳
・
執
筆
)
/
懐
紙
一

帖

哥
仙
行

眼
を
お
し
み
ノ
＼
牛
寝
る
柳
哉

霞
を
ち
ら
す
鍬
の
陽
炎

一
筋
の
流
に
春
や
よ
と
む
ら
ん

猿
子
・
楚
川
・
執
筆
・
巴
柳
・
里
信

千
一
・
呉
竹
・
執
筆

、
立
月

有
秀

四
四

ー
ニ
月
十
六
日
六
会

七
吟
三
十
六
句
(
猿
子
・
浦
安
・
寸
龍

懐
紙
一
帖

呉
竹

浦
安

有
秀

月
一
日
四
会

110

112

帖普
月

十
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ー
ニ
月
廿
三
日
七
会

七
吟
三
十
六
句
(
此
白
月
・
猿
子
・
浦
安
・
呉
竹
・
林
疋
川

春
雨
や
け
ふ
腔
き
人
も
来
す

水
屋
の
窓
を
潜
る
つ
は
く
ら

加
羅
の
香
の
柳
の
糸
や
つ
た
ふ
ら
ん

二
月
廿
六
日
八
会

七
吟
三
十
六
句
(
壺
外
・
時
雨

哥
仙
行

桃
笑
や
酔
の
究
る
櫂
の
音

霞
の
幕
に
画
く
村
鳥

糸
ゆ
ふ
に
つ
な
け
る
馬
の
睡
り
て

執
筆
・
過
橋
・
里
信
)
/

1
 
三
目
八
日
九
会

七
吟
三
十
六
句
(
有
風
・
有
秀

普
月

猿
子

浦
安

楚
川
・
浦
安
・
呉
竹
・
過
橋

哥
仙
行

草
笛
の
一
手
に
舞
ふ
や
風
の
蝶

蝶
の
行
衝
に
暮
る
山
里

兼
題
の
霞
を
今
に
詠
か
ね
て

長
日
や
拍
子
の
狂
ふ
辻
放
下

柳
の
弓
張
ゆ
る
す
夕
風

水
暗
く
継
尾
の
ゐ
影
さ
し
て

一
止
・
執
筆
)
/

1
 
三
月
十
三
日
十
会

六
吟
三
十
六
句
(
里
信
・
寸
龍
・
白
澤
・
一
止
・
外
璽
外
)

外

手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
(
下
)
(
佐
々
木
杏
里
)

壺
タ

時
雨

楚
川

壺
外
・
普
月
・
呉
竹
・
林
疋
川
・
里
信
)
/
懐
紙

玲
四
月
三
日
十
一
会

Ⅱ
四
月
三
日
十
一
会

六
吟
三
十
六
句
(
有
風
・
有
秀
・
猿
子
・
寸
龍

露
飼
て
遊
ふ
日
和
や
更
衣

風
ふ
ハ
/
＼
と
柏
散
る
岡

一
筋
の
水
ハ
岩
間
を
く
、
り
き
て

有
風

有
秀

壺
タ

五
吟
三
十
六
句
(
猿
子
・
布
路
丸
・
有
風

ほ
と
、
き
す
月
の
入
野
を
横
二
啼

扇
ひ
?
く
一
昨
日
の
雨

兀
山
を
斜
に
庵
つ
く
ら
せ
て

里
信

寸
龍

白
澤

懐
紙
一
帖

里
信
・
一
止
・
執
筆
)
/
懐
紙

2
 
四
月
十
三
日
十
三
会

八
吟
三
十
六
句
(
露
丸
・
田
柳
・
猿
子

執
筵
/
懐
紙
一

帖

哥
仙
行

卯
の
花
の
月
夜
に
白
き
天
窓
哉

水
鶏
に
ほ
そ
る
暁
の
雲

住
つ
か
ぬ
簾
に
風
の
く
、
り
来
て

呉
竹
・
執
筆
)
/

有
風

有
秀

猿
子

有
秀
・
秀
年
・
執
筆
)
/
懐
紙
一
帖

猿
子

露
丸

有
風

巴
柳
・
呉
竹
・
有
秀
・
寸
龍

露
丸

田
柳

猿
子

一
止四

五

月
六
日
十

懐
紙
一
帖

懐
紙
一
帖

帖

心、
ユエ

115

帖
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手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
(
下
)
(
佐
々
木
杏
里

1

五
月
十
三
日
十
四
会

1六
吟
三
十
六
句
(
田
柳
・
玄
鹿
・
猿
子
・
有
秀
・
里
信
・
楠
苗
)
/
懐
紙
一
帖

草
の
戸
の
ぬ
る
、
夜
を
鳴
水
鶏
哉

田
柳

玄
鹿

涼
^
は
ら
む
明
か
た
の
雲

猿
子

物
す
き
の
笠
に
発
句
を
書
付
て

◎
有
芳
罧
夫
壁
塘
】
(
一
七
八
九
S
一
八
四
己
時
代

2
 
文
政
三
年
庚
辰
七
月
三
日

十
四
吟
三
十
六
句
(
有
秀
・
野
塘
・
浦
安
・
雪
桃
・
喜
朝

安
雄
・
呉
竹
・
一
癸
衛
・
泉
里
・
鳫
水
・
執
筆
)
/
懐
紙

追
善
誹
諧
之
連
歌

松
の
ち
と
せ
も
限
り
あ
れ
と

さ
く
も
ち
る
も
世
は
花
芥
子
の
時
津
風

縁
に
か
な
し
き
夏
の
入
相

海
山
を
ひ
と
目
に
い
ほ
り
住
か
へ
て

有
秀

浦
安

素
号

2
 
文
政
四
年
頃

十
五
吟
三
十
六
句
(
古
人
(
有
秀
)
・
有
芳
・
浦
安
・
露
丸
・
雪
桃
・
里
信
・
宣
嵒

素
川
・
田
柳
・
一
止
・
{
女
雄
・
呉
竹
・
一
癸
衛
・
泉
里
・
鳥
水
・
執
筆
)
/
一
冊
『
追

善
華
嬰
粟
』
(
文
政
四
年
頃
刊
)

追
善
肇
岫
之
連
歌

咲
も
ち
る
も
世
は
花
下
の
時
津
風

古
人

有
芳

雲
は
か
な
し
き
夏
の
入
相

海
山
に
眼
の
ゆ
く
庵
や
作
る
ら
む

Ⅸ
文
政
四
年

三
十
六
吟
三
十
六
句
(
古
人
克
己
庵
・
喜
朝
・
更
桂
・
直
卿
・
李
明
・
松
華
・
と

も
・
椋
翠
・
李
仲
・
里
静
・
李
朝
・
斧
山
・
一
笠
・
知
雀
・
止
水
・
松
濤
・
南
潮

て
・
墨
後
・
喜
跡
・
長
流
・
白
羽
・
松
居

の
う
て
な
』
(
文
政
四
年
刊
)

辞
世

哥
仙
行

世
を
か
へ
て
身
は
蓮
の
実
の
飛
所

汲
閼
伽
に
影
な
つ
か
し
き
月

色
鳥
も
馴
染
の
里
に
来
る
ら
ん

有
秀

野
塘

浦
安

亀
嶋
・
芝
山
・
野
塘
・
け
ん
・
そ

朝
鶏
・
昨
非
坊
・
浦
{
ち
/
一
冊
『
蓮

辛
巳
五
月
廿
七
日
埜
塘
菴
会
此
日
因
{
器
小
涌
忌
正
當
用
{
壽
句
為
発

央
・
里
信
・
一
止
・
埜
塘
・
雪
桃
)
/
一
冊
『
誹

四
六

六
吟
三
十
六
句
(
有
秀
・
浦
安
・
書
ぢ

霊
歌
発
句
稿
』

歌
山

ほ
と
と
き
す
終
に
蔦
の
祈
り
喰

村
雨
し
き
る
福
村
の
夏

ひ
と
り
に
は
事
た
る
庵
の
夕
暮
に

D
・
松
栄
・
雨
竹
・
桃
置
・
李
径
・
桃
化

素
川
・
田
柳
・
一
止

古
人
克
己
菴

喜
朝

更
桂

六
月
廿
二
日
日
日
菴
会

七
吟
三
十
六
句
粂
号
・
浦
安

埜
塘
・
里
信
・
一
止
)
/
一
冊
『
誹

126

帖

句 125
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霊
歌
発
句
稿
』

涼
し
さ
や
洲
崎
の
五
位
の
足
弐
寸

雨
の
祈
り
に
さ
、
く
芦
村

長
役
の
始
末
ハ
門
に
あ
ら
は
れ
て

姶
辛
巳
六
月
廿
七
日
臨
江
舍
会

八
吟
三
十
六
句
(
浦
安
・
号
孚
香
万
)
・
央

塘
)
・
桃
(
雪
桃
)
・
瓢
(
千
瓢
)
)
/
一
冊

御
祓
川
瀬
々
の
白
幣
花
の
波

秋
風
に
ほ
ふ
瑞
籬
の
苔

日
を
覆
ふ
梶
の
一
も
と
世
に
ふ
り
て

2
 
辛
巳
七
月
二
日

(
浦
安
)
・
止
(
一
止

句
稿
』

素
号

浦
安

号

信
重
信
)
・
止
(
一
止
)
・
埜
(
林
土

『
肇
曲
連
歌
発
句
稿
』

一
吹
に
秋
を
見
せ
た
る
一
葉
哉

砂
に
露
も
つ
掃
立
の
庭

盃
の
自
慢
に
池
の
月
澄
て

梧
桐
薗
会
七
吟
三
十
六
句
(
里
信
・
号
孚
香
万
)
・
{
女

塘
罧
土
塘
)
・
央
・
瓢
(
千
瓢
)
)
/
一
冊
「
誹
霊
歌
発

☆
七
月
十
日
雪
桃
菴
会
不
参
暑
之
と
記
載

七
月
廿
日
三
日
月
菴
会

六
吟
三
十
六
句
(
央
・
浦
安
・
一
止
・
埜
塘
・
千
瓢
・
素
川
)
/
一
冊
璽
舶
連

歌
発
句
稿
』

荻
吹
や
哀
れ
も
人
の
心
か
ら

央

手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
(
下
)
(
佐
々
木
杏
里

月
さ
し
登
る
夕
暮
の
窓

高
根
よ
り
落
来
る
水
の
秋
さ
ひ
て

巳
七
月
廿
四
日
埜
塘
菴
会

六
吟
三
十
六
句
(
埜
塘
・
浦
安
・
里
信
・
央
・
雪
桃
・
素
川
)
/
一
冊
「
需
連

歌
発
句
稿
』

萩
咲
て
尊
く
成
ぬ
月
の
庭

玉
敷
は
か
り
露
の
姫
芝

猩
々
の
舞
の
秧
に
秋
さ
ひ
て

里
信

号安

飢
巳
八
月
十
九
日
杉
林
舍
会

七
吟
三
十
六
句
(
古
人
(
露
丸
)
・
埜
塘

一
冊
「
誹
張
歌
発
句
稿
』

松
茂
亭
露
丸
翁
小
~
肝
忌
追
善

嘗
て
ミ
れ
ハ
ひ
と
つ
水
也
草
の
露

友
の
数
よ
む
松
陰
の
月

雁
金
や
雲
を
目
当
に
渡
る
ら
む

野
塘

、
ー

千
瓢

浦
安

面
矛

3
 
九
月
四
日

五
吟
三
十
六
句

高

埜
塘

央イ

浦
安
・
一
止
・
素
号
・
千
瓢
・
鞭
)
/

千
瓢
亭
会

(
千
瓢
・
浦
安
・
央
・
埜
塘
・
一
止
)
/
一
冊
『
肇
岫
連
歌
発
句

鹿
遠
し
枕
に
せ
ま
る
波
の
音

百
里
を
か
た
る
胴
の
間
の
月

一
恐
る
雰
の
甍
の
き
ら
め
き
て

四
七

古
人

埜
塘

浦
安

129

央号浦
安

130

152



手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
(
下
)
(
佐
々
木
杏
里

3
 
九
月
廿
二
日
日
々
庵
会

五
吟
三
十
六
句
百
々
庵
・
素
号
・
埜
塘
・
一
止
・
央
)
/
一
冊
『
誹
霊
歌
発

句
稿
』

日
々
庵

菊
の
庭
二
日
酔
し
て
八
千
代
経
む

素
号

露
も
目
出
た
き
着
綿
の
月

埜
塘

枢
戸
を
開
け
ハ
虫
の
鳴
止
て

十
月
三
日
埜
塘
菴
会

六
吟
三
十
六
句
罧
土
塘
・
央
・
浦
安

歌
発
句
稿
』

白
菊
の
露
ハ
つ
め
た
し
后
の
月

新
に
つ
、
る
霜
の
袖
垣

五
六
人
暖
め
酒
に
ほ
ろ
酔
て

☆
十
月
十
七
日
梧
桐
薗
会
一
冊
『
誹
霊
歌
発
句
稿
』

里
一
一

素
川
・
里
信
・
一
止
)
/
一
冊
『
鷲
連

十
月
二
十
一
日
三
日
月
薗
会

七
吟
三
十
六
句
(
央
・
浦
安
・
里
信

諧
連
歌
発
句
稿
』

霜
雪
の
噺
を
た
、
む
桟
子
哉

岩
に
染
込
風
呂
の
酒
の
香

海
山
を
一
目
に
岨
の
庵
晴
て

七
吟
三
十
六
句
(
一
止
・
書
方
・
千
瓢

霊
歌
発
句
稿
』

吊
筈
の
世
や
う
そ
ら
し
き
帰
花

小
春
の
蝶
の
心
よ
り
と
ふ

掃
立
の
砂
に
鼬
の
道
付
て

埜
塘

央浦
安

十
月
廿
四
日
杉
林
舍
会

十
一
月
廿
七
日
日
々
庵
会

七
吟
三
十
六
句
(
浦
安
・
書
方
・
素
川

諧
連
歌
発
句
稿
』

咳
の
翁
さ
ひ
た
り
網
代
守

松
新
し
き
霜
の
暁

時
津
風
無
事
に
庵
の
年
を
重

一
止
・
埜
塘
・
千
瓢
・
素
川
)
/
一
冊
『
誹

埜
塘
・
央
・
浦
安

☆
記
載
な
し

四
八

里
信
)
/
一
冊
『
誹

央浦
安

里
信

3
 
壬
午
閏
正
月
十
九
日
埜
塘
集

七
吟
三
十
六
句
罧
土
塘
・
浦
安
・
書
万
・
千
瓢

霊
歌
発
句
稿
』

中
垣
の
梅
散
ら
し
け
り
猪
の
恋

風
ま
た
さ
む
し
風
波
先
の
愈

霞
雪
の
高
根
の
隔
た
り
て

一
止

素
号

千
瓢

央
・
里
信
・
千
瓢
・
埜
塘
)
/
一
冊
『
誹

B
 
文
政
五
年
五
月
廿
七
日

十
三
吟
三
十
六
句
(
有
秀
・
有
芳
・
浦
安
・
千
瓢
・
一
扇
風
・
央

泉
里
・
{
女
雄
・
一
止
・
素
川
・
田
柳
・
執
筆
)
/
懐
紙
一
帖

追
善
誹
諧
之
連
歌

有
秀

葉
桜
や
ま
こ
と
の
友
が
討
に
け
る

浦
安

素
号

素
川

里
信
・
一
止
・
央
)
/
一
冊
「
誹

埜
塘

浦
安

素
号

136 135 134

137
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ほ
と
、
き
す
啼
口
口
れ
の
窓

峯
の
雲
月
に
ょ
い
程
遠
の
き
て

N
 
文
政
九
年
頃

十
七
吟
三
十
六
句
(
橘
隠
・
己
千
・
一
釣
・
波
濤

壽
山
・
素
号
・
浦
安
・
朝
水
・
素
川
・
央
・
一
止

路
農
葉
桜
』
(
文
政
九
年
刊
)

追
善
歌
仙

葉
さ
く
ら
や
夢
の
さ
め
た
る
午
時
下
り

ひ
ら
く
杜
律
に
啼
か
む
乙
鳥

雲
を
吐
く
渓
の
岩
橋
と
た
え
し
て

N
 
戌
七
月
廿
五
日
不
断
庵
会

七
吟
三
十
六
句
(
央
・
浦
安
・
野
塘
・
素
号

有
芳

浦
安

東
鷹
・
吾
友
・
楽
三
・
東
阜

埜
塘
・
{
女
雄
)
/
一
冊
『
夢

ち
る
露
の
手
に
も
た
ま
ら
す
稲
の
花

明
わ
か
た
ま
る
口
町
田
の
月

鳫
の
列
う
こ
か
ぬ
雲
を
目
当
に
て

N
 
幾
望
会
日
々
庵

八
吟
三
十
六
句
(
浦
安
・
有
芳
・
蘭
阿
・
古
水
・
薄
月
・
久
麿
・
{
女
海
・
茂
竹
)
/

仮
綴
じ
一
帖

う
か
れ
女
の
聲
や
隣
も
月
の
宿

浦
安

早
稲
酒
を
当
に
こ
そ
り
寄
友

有
芳

木
淡
に
零
余
子
の
つ
る
の
登
る
ら
む

蘭
阿

手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
(
下
)
(
佐
々
木
杏
里

乙
未
八
月
廿
二
日
桂
清
堂
庵

七
吟
三
十
六
句
(
蘭
阿
・
{
女
海
・
松
丸

筆
)
/
仮
綴
じ
一
帖

口
読
の
願
口
た
る
相
撲
哉

小
判
ち
ら
か
る
北
市
の
月

柳
辺
に
終
の
な
つ
を
染
さ
せ
て

古
人
橘
隠

撫
玉
・
樂
二
・
一
山

「
手
曳
能
萬
津
』
(
天
保
十

一
止
・
素
川
・
{
女
雄
)
/
仮
綴
じ

4
 
星
夕
会

五
吟
三
十
六
句
(
日
々
庵
・
{
女
海
・
蘭
阿
・
古
水

星
合
の
影
や
雲
居
も
遠
か
ら
む

律
の
し
ら
へ
に
そ
よ
く
呉
竹

小
流
の
口
魚
釣
へ
し
と
ち
り
た
ち
て

央浦
安

野
塘

茂
竹
・
久
麿
・
古
水
・
芳
(
有
芳
)
・
執

丙
申
正
月
四
日
(
天
保
七
年
)
日
々
菴
初
会

五
吟
三
十
六
句
(
奈
良
丸
・
浦
安
・
蘭
阿
・
一
戊
竹

藪
越
や
姿
の
見
へ
て
初
鳥

風
寒
な
る
門
川
の
水

徳
儒
子
来
る
時
人
の
う
か
れ
出
て

年
頃

蘭
阿

安
海

松
丸

☆
幾
望
会
(
表
落
書
き
で
読
み
不
可
)

茂
竹
)
/
仮
綴
じ
一
帖

日
々
庵

安
海

蘭
阿

十
三
吟
十
四
句
(
一
釣
・
浦
安
・
{
女
海
・
六
村
・
素
川

埜
塘
・
南
谷
・
杵
麿
・
凡
和
・
一
戊
竹
・
執
筆
)
/
一
冊

二
年
刊
)

四
九

野
塘
)
/
仮
綴
じ
一
帖

奈
良
丸

浦
安

蘭
阿

帖

146

己
釣千
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手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
(
下
)
(
佐
々
木
杏
里

清
地
連

肇
舶
之
連
歌

八
十
年
を
握
る
手
曳
の
松
の
春

雪
あ
た
ら
し
き
池
の
暖

安
海

塩
物
は
あ
れ
と
も
蜆
う
り
に
き
て

H
 
「
大
念
寺
観
音
堂
奉
納
教
行
庵
厳
譽
簾
荘
居
士
追
悼
輯
」

十
吟
十
八
句
(
桃
里
・
成
功
・
薄
月
・
樂
二
・
川
苔
・
石
露

野
・
奈
良
麿
)
/
仮
綴
じ

帖

傘
も
た
ぬ
人
や
時
雨
の
雨
舍
り

茶
の
花
に
ほ
ふ
御
明
し
の
影

配
膳
の
お
く
り
迎
ひ
に
と
さ
つ
い
て

二
吟
四
句
(
有
芳
・
北
嫩
)
/
懐
紙
一
枚

釜
か
け
て
人
を
待
ち
け
り
初
時
雨

開
た
形
に
落
る
山
茶
花

そ
れ
.
の
鶇
一
羽
を
追
詰
て

4
 
七
月
廿
一
日
不
起
断
庵
会

九
吟
三
十
六
句
粂
号
・
央
・
田
柳
・
一
止

青
左
・
斯
来
・
佐

故
人
桃
里

成
功

薄
月

竹
の
実
を
は
む
る
一
一
業
に
月
の
色

酒
汲
か
ハ
す
縁
の
涼
風

能
程
の
霧
の
高
根
を
見
は
ら
し
に

執
筆
)
/
綴
一
枚

追
善
野
塘
会

不
如
帰
む
か
し
を
忍
ふ
五
六
人

日
記
繰
せ
る
涼
風
窓

開
発
の
掟
の
松
の
枝
た
れ
て

八
吟
三
十
六
句
(
有
芳
・
薄
月

日
々

有
芳

ヒ
嫩

芳

三
吟
三
十
六
句
(
古
人
(
有
芳
)
・
止
記
・
蝉
行
)
/
懐
紙
枚

出
雲
孝
子
有
芳
主
ハ
す
、
き
庵
の
追
福
に
さ
ち
あ
る
方
/
＼
の
物
し
給

へ
る
草
/
＼
を
遠
き
き
た
国
の
は
て
迄
送
ら
る
、
に
古
き
好
み
を
お
も

ひ
出
て
秀
詠
を
一
巻
と
ハ
な
し
ぬ

古
人

紫
の
色
花
咲
す
山
さ
く
ら

止
記

八
重
の
垣
路
に
春
寒
き
空

単
一
丁

、
嶺
蝶
の
眠
り
や
覚
す
ら
ん

虫
イ

安
海
・
龍
光

月
二
・
埜
塘
・
素

素
号

龍
光

月
二

フ

有
芳

薄
月

日
々

一
止
・
六
村
・
木
丁
・
古
水
・
天

三
吟
三
十
六
句
(
路
"
白
・
止
記
・
蝉
行
)
/
懐
紙
一
枚

兀
山
の
雲
に
ふ
ら
れ
ぬ
ふ
く
と
汁

路
禽

止
記

古
き
畳
に
冬
ほ
た
ん
散

膏
薬
を
延
て
口
に
草
臥
て

蝉
行

.

.

◎
大
社
関
係
者
と
思
わ
れ
る
参
加
者
が
な
い
も
の

蜘
八
吟
百
句
余
ヨ
淀
公

冨
有
)
/
懐
紙
一

帖

画
龍
・
綿
水
・
栄
里
・
松
波
・
鳫
有
・
玄
留

安
永
五
年
頃

懐
紙
一
枚

]50 川
、、.ーノ

浦
安釣

148
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十
二
吟
三
十
四
句
(
魚
坊
・
路
考
・
何
遠
・
洞
李

由
之
・
酪
水
・
草
肥
・
牧
牛
)
/
一
冊
「
出
雲
筵
』

5
 
安
永
五
年
頃

十
一
吟
二
十
四
句
(
独
鴎
・
以
文
・
梅
一

道
楽
・
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Tezen Family Archivesιist of Renku c0Ⅱection in

〔A b s tr a c u

This report is the list of Renku from the doC山ηent that remains in Tezen Falnily. Renku

in Tezen Family was made 丘om Horekito Tempoh period. Renku archives of Tezen Fam・

ily is very valuable in order t0 6nd the person involved in Nzukiliterature of each times

and to study ihe exchanges with other regions people, changing of times.

SASAN Anri

(Tezen Museum curator)
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